
大阪国学院講座のご案内 

※価格は、消費税・設備費を含んだ税込価格を表示しています。 

現存する日本最古の書『古事記』には、多くの人物が登場します。 
ここでは「古事記」中巻のヤマトタケル伝説に語られる二人の女性、 
オトタチバナヒメとミヤズヒメにスポットをあてて、その物語の中で 
役割と意義を考えるとともに、日本古代における女性観にも 
せまってみたいと思います。 

【講   師】 
 

【曜日・時間】 
 

【受 講 料】 

神学から学ぶ生き方 

学習院女子大学、和洋女子大学講師 
 
11月22日(金) 13：30～15：00   
 
2,530円 

寺田 惠子 

〒545-0052  大阪市阿倍野区阿倍野筋2-1-40 and4階 
〔受付時間〕10：00～19：00   （日曜日10：00～16：00）    
※休業日：10/29（火）～31（木）、11/29（金）～30（土） 
受付業務を休ませていただきます。 

〔受講お申込みは〕 
・事前にご予約のうえ、実施日の5日前までにご入金手続きをお済ませください。 
・満員になり次第、締め切らせていただきます。 
 ※ただし、一定の人数に満たない場合は講座を中止させていただくことがあります。 
・お支払いには、コンビニ振込みがご利用いただけます。（振込手数料 別途）  
 ※詳しくは、お申込み時に ご確認ください。  
・WEBでお申込みの場合、会員登録が必要です。（入会金無料）  

★WEBでご予約から入金までできるようになりました。 

お問い合わせは 【近鉄文化サロン阿倍野】 
   06-6625-1771  

  ※価格は消費税を含んだ金額を表示しています。 

『古事記』の語る女性 

神話には私たちが生きていくための多くの学びが伝えられています。 
江戸時代の国学者の本居宣長が「神代を以って人事（ひとのうえ）
を知る」と言っているように、普段私たちの周りで起きている吉凶
の事象についても、実は何事も良きことから悪が生じ、悪しき事よ
りよきことが生じていて、お互いが関わりあっていることも神話が
教えてくれます。 
本講座では、現役の神職と一緒に神話の中から、生きていく上での
何かしらの気づきを得られる場となればと思っています。 

※開催場所は近鉄文化サロン阿倍野です。 

【講   師】 
 

【曜日・時間】 
 

【受 講 料】 

広島県杉森神社宮司 
 
12月8日(日) 13：30～15：00   
 
2,530円 

岡田 光統 

お申込みはこちらの 
ＱＲコードから→ 

お申込みはこちらの 
ＱＲコードから→ 

2024年度後期（11月～12月） 


